
要約

クリーンなドライ切削加工技術で経費削減

旋盤加工の一部で切削油を使用しないドライ切削加工技術を実用化し、
廃油を減らすと共に製造コストが削減されました。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

図 切削加工の製造コスト

（※ウェットは従来工具、ドライは耐摩耗性の最新工具を
使用した場合の結果です。）

写真切りくずの排出（左：改善前、右：改善後）
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・省エネルギー、環境問題、人体や職場環境での安全性の確保という観点から、切削油に関わ
る法規制が強化されつつあり、今後ドライ切削加工技術の需要が増えるものと思われます。

・ドライ切削加工技術は、金属材料の種類や加工形状により、加工条件を変える必要がありま
す。

・特許出願：切削加工における切りくずの巻付き防止装置及びその方法（特願2013-070758号）
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金属を切削するときは切削油が使用さ
れます（ウェット切削）が、廃油処分費
や循環ポンプの電気代などのコスト、作
業環境の汚染など、生産上の課題があり
ました。このため、共同研究企業のニー
ズであるS45C（鋼材）の旋盤加工につ
いて、切削油を使用しないドライ切削加
工技術の実用化を目指しました。

・切りくずが工具に巻き付かないよう最
適な排出方法を開発しました（写真１）。

・共同研究企業の製造ラインでドライ切
削加工技術を適用し、製造コストを約
４０％削減できました（図１）。

・廃油処分量が多く、製造コストを削減
したい事業者の工程改善に活用が期待
できます。

・材料や工程など企業ニーズに応じて技
術支援しています。

要約

売れる商品をめざす製品価値評価法

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

図 V-cup活用の流れ

写真 V-cupを活用した商品

純米大吟醸 華一風 セイリングの雪人参ビーフシチュー

☆生活者：
「使いたいモノ」
（買いたいモノ）

V-cup［製品価値を高める手法］

V-cup記入シートで
製品の価値を評価構築
「デザイン企画立案」

価値をチェック

デザインで変身

☆企業：
「売りたいモノ」

※ V-cup：Value Creative up の略

・2011年『県産品の価値を高めるデザイン手法の追求－製品価値評価法を用いて— [純米
大吟醸華一風]』でグッドデザイン賞（公益財団法人日本デザイン振興会）を受賞しまし
た。

・冊子「製品価値評価法［V-cup］ってなに？」を作成し、V-cupの普及とデザインへの
導入を目指します。

県内中小企業が、デザインを活用し商品開発するためのツールを開発しま
した。このツールにより、製品の価値を高めるデザイン開発がしやすくなり
ました。
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本県中小企業の製品開発は、技術開発が
中心となっており、生活者のニーズに合わ
せ、デザインを活用した商品開発への取組
みが課題となっていました。そこで、デザ
イン活用ツール（V-cup※）の制作とその
普及に取り組みました。

・企業の製品開発を調査し、事例として製
品価値評価法を活用し商品開発を行いま
した。（８件）

・事例を参考にデザイン活用ツールとして
V-cup（製品価値の評価記入シート）を
作成しました。

・デザイン視点を取り入れ、企業シーズを
活用した商品開発が実施しやすくなりま
した。

・V-cupによる、具体的な商品開発の支援
を行っています。
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